
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 専門学校北海道リハビリテーション大学校 

設置者名 学校法人吉田学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

専門課程 

理学療法学科 
夜 ・

通信 
405時間 320時間  

作業療法学科 
夜 ・

通信 
480時間 320時間  

言語聴覚学科 
夜 ・

通信 
330時間 240時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/rehabili/ 
 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 専門学校北海道リハビリテーション大学校 

設置者名 学校法人吉田学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その

他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表していること。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画（シラバス）の策定においては、原則、厚労省の養成施設指導ガイドライ

ンに基づき、かつ本学学則及び教務内規に則り、まずは 12 月～２月にかけて「学科

会議」及び「全体教務会議」で協議し、最終決議は、３月上旬の学校運営管理者によ

る「運営会議」で最終協議を行い、校長決済を仰ぎ確定する。 

４月、当該年度の学生は、担任教員よりシラバスを配布し説明を加え公表を行なっ

ている。また、同時に本学「ディプロマポリシー」について説明し、卒業認定及び高

度専門士授与の方針や修得目標等を学生に提示している。 

授業計画書の公表方法 https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/rehabili/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成果

を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学則（学生便覧に記載）及びシラバスに提示した評価方法・基準に沿って厳正に成

績評価がなされ、学科会議において成績評価が適正か慎重に協議された上で、校長が

定める成績判定会議において単位の認定を行なう。 

なお、学外における臨床実習等の成績評価は、実習先の担当実習指導者の評価を加

味し適正かつ客観的な評価判定を行なっている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、成績

の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価は学則に定めるとおり、成績管理システムを活用し、定期試験やレポート・

課題等を 100点満点で点数化し、成績判定会議資料の学科・学年・クラス別成績一覧

表（個人の各科目における評点の合計を履修科目数で平均化）で順位づけしている。

このことから、下位 4 分の 1 の学生については明確に把握している。成績不良者(下

位層)に対しては、学生本人へ担当教員より点数及びクラス内順位を示し学習指導を

行なっている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/rehabili/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施していること。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

ディプロマポリシー策定は、教員プロジェクトにおいて協議され、学校運営管理者

で行なわれる運営会議にて最終的に承認している。公表は、学生に配布する「学生便

覧」に記載されており、本学ホームページにも掲載している。 

卒業認定は、本学学則及び教務内規に定めるとおり、各課程で履修する科目すべて

の単位を修得し、かつ、本学卒業試験に合格した者に対し、卒業判定会議において確

定されるものである。 

なお、卒業までに履修させる授業時数が理学療法学科は 3,570時間（130単位）以

上、作業療法学科は 3,705時間（135単位）以上、言語聴覚学科は 2,770 時間（125

単位）とする。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/rehabili/ 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 専門学校北海道リハビリテーション大学校 

設置者名 学校法人吉田学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/ 

収支計算書又は損益計算書 https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/ 

財産目録 https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/ 

事業報告書 https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/ 

監事による監査報告（書） https://yoshida-g.gr.jp/johokokai/ 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 理学療法学科  〇 
修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 昼間 3,570 

単位時間／単位 

1,845 

単位時間

/単位 

225 

単位時間

/単位 

1,530 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3,600単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

240人 188人 0人 10人 79人 89人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

医療分野 専門課程 理学療法学科の教育課程及び授業時数は、基礎分野 16

単位、315時間、専門基礎分野 43 単位、735時間、専門分野 71 単位、2520 時間

の総計 130単位、3570時間の 4年間の授業計画である。授業方法は、講義、演習

および実習で構成されている。本校の定める医療技術に関する知識及び技術を教

授するとともに、豊かな教養と人格を備えた有能な医療技術者を養成し、よって

社会に貢献しうる人財を育成することを目的とする。この目的を達成するための

ディプロマ・ポリシー（卒業認定、高度専門士授与の方針）に向けて、カリキュ

ラムツリーを作成し導入・基礎・発展・応用という形で、基礎学力の習得から論

理的思考能力の養成、課題解決能力・表現力の向上を目的にカリキュラムが各学

年で構成されている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績評価の実施にあたっては、定期試験（追試験・再試験を含む）のほか、担

当者が必要に応じて実施するテスト、課題、レポート及びその他平素の学習活動

全般から得られる評価資料などをもとに総合的に勘案して行う。実習の成績評価

は、担当教員と実習指導者との合議の上行う。成績評価は４段階に区分し、【Ａ、



  

Ｂ、Ｃ、Ｄ（不合格）】をもって表示する。成績評価の基準は、授業科目の目標

達成度に応じ下記のとおりとする。A（80～100 点）高い程度に達成している、B

（70～79点）十分に達成している、C（60～69点）おおむね達成している、D（60

点未満）達成していない（不合格）。A～Cを単位認定、Dを単位不認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

進級の認定については、校長、副校長、学科長等で構成された所定の会議を経

て、校長が進級を認定する。進級が認められる者は、本校が定める当該学年にお

ける全ての授業科目（必修科目）の単位を修得した者とする。卒業の認定につい

ては、校長、副校長、学科長等で構成された所定の会議を経て、校長が卒業を認

定する。 

卒業が認められる者は、当該課程の全ての授業科目（必修科目）の単位を修得し、

同時に本校が定める卒業試験に合格しなければならない。なお、卒業試験とは、

卒業年次に履修する科目のうち、学科で１科目を指定して行う試験のことを称

し、国家試験の日程や形式を考慮して実施する。 

学修支援等 

（概要） 

当校はクラス担任制をとっており、学期始めに個別面談を実施し学生の生活・

学修状況を把握することにしている。また、各学年で実施される臨床実習では、

希望する病院・施設のアンケート調査を行い、学生の就職に向けた相談窓口とし

ても機能している。4 年次には、就職ガイダンスにて就職オリエンテーションを

実施、その後、就職説明会を実施し全国各地から参加する病院・施設と顔合わせ

をし、進路について検討する機会を設けている。就職活動では、就職マニュアル

に則って進め、求人票による情報提供、履歴書の確認、個別面談練習等の支援体

制を整備している。 

学生に対する経済的支援は、募集要項に示しているように入学時に各種優遇制

度、学費免除制度、各種支援制度を設けている。また、学費サポート制度として、

日本学生支援機構奨学金制度に加えて、吉田学園学費分割納入制度を設けてい

る。 

学生の健康管理に関しては、年度始めに定期健康診断を実施し、学内での急病や

負傷または休養が必要な場合に、保健室を設けている。また、専門のカウンセラ

ーと悩み事などを話し合えるこころの相談 LINE 相談（北海道保健福祉部）の案

内を掲示し、学生に周知している。基本的には、当校は担任制を敷いているので、

こちらへの相談が主ではある。 

課外活動（地域活動サークル・部活動等）への支援もあり、課外活動時の事故や

ケガなどを補償できる災害傷害保険・賠償責任保険を整備し、全学生にご加入を

いただいている。学生寮の斡旋など学生への生活支援も実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
41人 

（100％） 

０人 

（０％） 

37人 

（90.2％） 

４人 

（9.8％） 
（主な就職、業界等） 

整形外科、総合病院、クリニック 等 



  

（就職指導内容） 

 ・個別面接による相談対応  

・履歴書作成 

・模擬面接指導 

・求人情報の早期開示 

・就活ガイダンスの実施  

・病院/施設等参加による学内就職セミナー開催 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 ・理学療法士 39名（95.1％） 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  196人 22人  11.2％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

職業意識を高めるために 1年次早期から臨床現場への見学（早期暴露体験）を

行っている。また、１年次前期より、社会人になるために必要なこと等のマナー

講座を実施しており、入学当初から療法士としての意識を高める取り組みを行っ

ている。授業では、学年をまたいだ合同授業も行い、身近な近未来の姿を想像で

きるようにしている。試験勉強では、低学力者向けに再試験に向けての補習を行

って支援している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 作業療法学科  〇 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 昼間 3,705 

単位時間／単位 

1315 

単位時間

/単位 

635 

単位時間

/単位 

1755 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3,705単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

160人 81人 0人 6人 40人 46人 

 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の策定においては、原則、厚労省の養成施設指導ガイド

ラインに基づき、かつ本学学則及び教務内規に則り、まずは「学科会議」及び「全

体教務会議」で協議し、最終決議は、学校運営管理者による「運営会議」で最終

協議を行ない、校長決済を仰ぎ確定する。 

当該年度の学生には、ポータルサイト上にシラバスを掲示し閲覧可能な状態にす

るとともに説明、公表を行なっている。また、同時に本学「ディプロマポリシー」

について説明し、卒業認定及び高度専門士授与の方針や修得目標等を学生に提示

している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学則（学生便覧に記載）及びシラバスに提示した評価方法・基準に沿って厳正

に成績評価がなされ、学科会議において成績評価が適正か慎重に協議された上

で、校長が定める成績判定会議において単位の認定を行なう。 

なお、学外における臨床実習等の成績評価は、実習先の担当実習指導者の評価を

加味し適正かつ客観的な評価判定を行なっている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

卒業認定は、本学学則及び教務内規に定めるとおり、各課程で履修する科目す

べての単位を修得し、かつ、本学卒業試験に合格した者に対し、卒業判定会議に

おいて確定されるものである。また、進級も同様に、進級判定会議において進級

が確定する。 

学修支援等 

（概要） 

入学者を対象に、国語・数学等基礎学力のフォローや学習習慣化を促すことを

目的とした「入学前準備教育」や、入学後の「リメディアル教育（放課後、基礎

学力補習）」等の実施。また、成績不振者への補講や精神面でのケア等個別対応

を実施している。 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
20人 

（100％） 

０人 

（０％） 

17人 

（85.0％） 

３人 

（15.0％） 
（主な就職、業界等） 

総合病院、脳神経外科病院 等 

（就職指導内容） 

 ・個別面接による相談対応 

・履歴書作成・模擬面接指導  

・求人情報の早期開示 

・就活ガイダンスの実施 

・病院/施設等参加による学内就職セミナー開催。 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

 作業療法士国家試験 18名合格 (90.0% ) 
（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  84人 7人  8.3％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、心身の不調、学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・クラス担任による初期段階での相談体制 

・学科長、副校長、校長による段階的な指導体制 

・成績不振の学生に対する補講対応 

・外部機関によるカウンセリングルーム開設など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 専門課程 言語聴覚学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼間 2,770 

単位時間／単位 

1,050 

単位時間

/単位 

1,080 

単位時間

/単位 

640 

単位時間

/単位 

単位時間

0/単位 

単位時間

0/単位 

2,770単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 89人 0人 5人 0人 5人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

3 年間で、体系的なカリキュラムを通して、言語聴覚士に必要な知識とスキル

を段階的に習得することを目指す。 

1年次：基礎知識と一般教養を学び、職業理解を深める。 

2年次：基本的な医療・支援技術と評価スキルを習得し、コミュニケーション

能力を向上させる。 

3 年次：実践的な臨床技術を習得し、問題解決能力と多職種連携における役割

を理解する。国家試験対策を通じて、学びを統合し実践力を高める。  

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習成果は、各科目の目標に基づき、試験、提出物、実技試験で評価する。成

績評価の基準は、4 段階に区分し、評点 80～100 点で A、70～79 点で B、60～69

点で C、60点未満で Dとしている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

進級については、授業科目の標準授業時間数の 2/3以上を出席していること、

成績評価が C以上を満たしていることを条件に、所定の会議を経て校長が認定す

る。 

卒業については当該課程のすべての授業科目の単位を修得し、所定の会議を経

て、校長が卒業を認定する。 

学修支援等 

（概要） 

学生一人ひとりの学習を支援するため、必要に応じて補講や個別指導を実施

し、理解度向上をサポートしている。また、長期休暇中は宿題を課すことで、学

習習慣の定着を促すことや授業の中で、様々な学習方法を体験してもらい、学生

自身が自分に合った学習スタイルを見つけられるよう促している。 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
23人 

（100％） 

０人 

（０％） 

16人 

（69.6％） 

７人 

（30.4％） 
（主な就職、業界等） 

 総合病院、補聴器店 等 

（就職指導内容） 

 ・個別面接による相談対応 

・履歴書作成・模擬面接指導 

・求人情報の早期開示 

・就活ガイダンスの実施 

・病院/施設等による学内就職セミナーの開催 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

 言語聴覚士  17名合格（73.9%） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  31人 6人  19.4％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 早期の職業教育、学外での当事者団体へのボランティア活動等を通じて職業イ

メージを高めることで進路への納得感を醸成する。 

 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

理学療法学科 200,000円 1,150,000円 270,000円 入学検定料、教育充実費 

作業療法学科 200,000円 1,150,000円 270,000円 入学検定料、教育充実費 

言語聴覚学科 200,000円 1,020,000円 170,000円 入学検定料、教育充実費 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 



  

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/rehabili/ 
学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本学委員会規定に基づき、卒業生・企業関係者・地域住民等役職者３名以

上で委員会を構成し、８月頃、学校関係者評価委員会を年 1 回開催。自己

点検・評価の結果を報告し、主に次の評価項目（教育理念・目標、学校運営、

教育活動、学修成果・教育成果、学生支援、教育環境、学生の受入れ募集、

教育の内部質保証システム、財務、社会貢献・地域貢献、国際交流）に対し

て行う。各委員より評価が客観的に適正か否か、ご意見や助言をいただき、

委員会終了後、学校（校長）は学校運営の改善や更なる教育力向上を図る。 
学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

社会福祉法人北翔会 

医療福祉センター札幌あゆみの園 

地域支援部 部長 

令和 6 年 4 月 1 日 

～令和 8 年 3 月 31 日 
卒業生 

医療法人社団明生会 

イムス札幌リハビリテーション病院 

リハビリテーション科作業療法課 課長 

令和 6 年 4 月 1 日 

～令和 8 年 3 月 31 日 
企業等委員 

日本医療大学 

リハビリテーション学科作業療法学専攻 

教授 

令和 6 年 4 月 1 日 

～令和 8 年 3 月 31 日 
その他教育に関する有識

者 

医療法人 札幌麻生脳神経外科病院 

リハビリテーション部  

技士長 

令和 6 年 4 月 1 日 

～令和 8 年 3 月 31 日 
企業等委員 

札幌医科大学  医学部神経精神医学講座 

准教授 

令和 6 年 4 月 1 日 

～令和 8 年 3 月 31 日 
卒業生保護者 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/rehabili/ 
第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://yoshida-g.ac.jp/disclosure/rehabili/ 
 


